
第1回　OPアンプの進化を評価できるヘッドホン・アンプ基板（2025年11月号）
第2回　ひずみ0.000149 ％！ 100 mW出力OPアンプOPA1622実力評価（2025年12月号）
第3回　ステレオのLとRをセパレーションする基板のスリットの是否（2026年1月号）
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写真1　APx555Bの発振器信号をCosms ADCとパソコン
上のREWで計測しているようす

図1　ハンディ測定器Cosmos ADCの実力を校正済みの
APx555Bと比較して検証する
APx555Bはシーケンス・モードでの連続測定．Cosmos ADC
は手動でレベルを変えつつREWのRA（リアルタイム・アナラ
イザ）の表示値を読み取ったもの
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APx555BのアナライザとCosmos ADCとを
つなぎ変えてAPx555Bの発振器のTHDと
THD＋Nの値を比較
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● やること…自宅に構築したオーディオ測定環境の
実力を業界標準Audio Precisionで確認
　今回は，前回より構築を進めている自宅用お手軽オ
ーディオ測定環境の実力をオーディオ業界において測
定のディファクト・スタンダードであるAudio Precision
社のオーディオ・アナライザAPx555Bシリーズと比
較して確認していきます．
　自宅用測定器として用いるオーディオ用A−Dコンバ
ータCosmos ADC（E1DA）とフリーの室内音響測定用
ソフトウェアREWと組み合わせて測定したひずみの
値をAPx555Bの測定値と比較したところ，400 Hz〜
2 kHzの範囲内であれば測定値を十分な目安として使
用できそうなことがわかりました．また信号源として
オーディオ用D−AコンバータE50（TOPPING）とヘッ
ドホン・アンプL50（TOPPING）を組み合わせた測定
システムを構築し，同様にAPx555Bの測定値と比較

し，条件を絞ればTHD+Nの簡易測定に使えそうなこ
とがわかりました．

ハンディ・オーディオ用A−Dコンバータ
Cosmos ADCのテスト環境

● 業界標準Audio Precisionを基準として測る
同じ信号源の入力に対してCosmos ADCがどの程

度APx555Bと近い値を測定値として示すのかを確認
します．
　信号源としてAPx555Bの発振器を使い，図1のよ
うに接続してひずみ（THDおよびTHD+N）の表示値
を比較しました．写真1にCosmos ADCで測定して
いるようすを示します．
　図2はAPx555Bの発振器の信号（1 kHz，2 VRMS）を
Cosmos ADCとREWで計測した画面です．REWに
は細かな設定が用意されており，帯域幅やTHDの計
算のための次数（何次高調波まで計算に含めるか），
FFTの長さ，FFTの窓関数の設定，平均化回数など
を設定できます．
　今回のひずみ測定では10次高調波までの値を用い
て計測しました．
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